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わが
を
語
る

市
湘
南
エ
リ
ア
最
大
の 

人
口
43
万
人
都
市

　

藤
沢
市
は
、
東
京
か
ら
50
㎞
圏
内
、

神
奈
川
県
の
南
部
中
央
に
位
置
し
、
江

の
島
や
湘
南
海
岸
な
ど
観
光
資
源
に
も

恵
ま
れ
、
年
間
１
６
０
０
万
人
以
上
の

観
光
客
が
訪
れ
る
気
候
温
暖
な
ま
ち
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
、
東
海
道
五
十
三

次
の
６
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
に
ぎ
わ

い
、
江
の
島
は
多
く
の
浮
世
絵
に
も
描

か
れ
、
歴
史
と
文
化
の
薫
る
ま
ち
で
も

あ
り
ま
す
。
市
内
に
は
、
慶
應
義
塾
大

学
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
を
は
じ
め
、

４
つ
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、
近

年
は
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
し
て
も

人
気
が
高
く
、２
０
１
８
年
４
月
に
は
、

人
口
43
万
人
を
突
破
し
、
湘
南
の
元
気

都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド 

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
８
」 

愛
着
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１
位

　

本
市
で
は
、
総
合
計
画
を
廃
止
し
、

長
期
的
な
展
望
を
持
ち
つ
つ
、
市
長
任

期
に
合
わ
せ
て
４
年
を
計
画
期
間
と
す

る
重
点
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て「
市
政

運
営
の
総
合
指
針
」
を
定
め
、
目
指
す

都
市
像
を
「
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
藤
沢

〜
松
風
に
人
の
和
う
る
わ
し
湘
南
の
元

気
都
市
〜
」
と
し
、
期
間
内
に
重
点
的

か
つ
確
実
に
実
施
し
て
い
く
施
策
を
位

置
付
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
７
月
に
読
売
広
告
社
が

発
表
し
た「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
ラ
ン

キ
ン
グ
２
０
１
８
」に
お
い
て
、本
市
は
、

愛
着
ラ
ン
キ
ン
グ
と
継
続
居
住
意
向
ラ

ン
キ
ン
グ
で
第
１
位
、
総
合
ラ
ン
キ
ン

グ
で
第
４
位
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
市
民
の
郷
土
へ
の
愛
着

と
誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
基
本
に
市
政

を
進
め
て
き
た
本
市
に
と
っ
て
、
大
変

あ
り
が
た
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
代
に
人
気
の
ま
ち

　

近
年
は
子
育
て
世
代
を
中
心
に
転
入

者
が
多
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
本

市
は
、
湘
南
の
海
と
緑
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
電
車
・
バ
ス
の
交
通

網
の
発
達
な
ど
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
良

さ
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
市
内
に
は
鉄

道
６
路
線
21
駅
が
あ
り
、
都
心
ま
で
約

50
分
、
横
浜
へ
も
約
20
分
で
出
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
買
い
物
環
境
も
充
実
し
て

お
り
、Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
辻
堂
駅
直
結
の

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル「
テ
ラ
ス

モ
ー
ル
湘
南
」
や
、「Fujisaw

a

サ
ス

テ
ィ
ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
」内

に
あ
る
、
個
性
豊
か
な
専
門
店
が
集
ま

る「
湘
南
Ｔ
‐
Ｓ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」な
ど
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
ほ
か
に
も

子
ど
も
た
ち
に
も
人
気
の「
新
江
ノ
島

水
族
館
」
や
、
一
日
中
遊
べ
る
大
き
な

公
園
な
ど
が
多
数
あ
り
、
市
の
北
部
で

は
果
物
狩
り
も
楽
し
め
ま
す
。

人
口
増
加
が
続
く
湘
南
の
元
気
都
市
藤
沢

〜
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
藤
沢
の
実
現
を
目
指
し
て
〜

藤ふ
じ
さ
わ沢
市（
神
奈
川
県
）�

 

藤
沢
市
長
　
鈴す

ず

き木
恒つ

ね

お夫

1
オリンピックのセーリング競技会場となる江の島

「キュンとするまち。藤沢」
公式マスコットキャラクターふじキュン♡
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将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に

　

保
育
需
要
の
高
ま
り
に
対
応
す
る
た

め
、
認
可
保
育
園
や
小
規
模
保
育
事
業

の
新
設
、
藤
沢
型
認
定
保
育
施
設
の
活

用
な
ど
保
育
環
境
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報

の
提
供
を
は
じ
め
、
不
安
や
悩
み
を
相

談
で
き
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

が
充
実
し
て
お
り
、
地
域
団
体
に
よ
る

子
育
て
支
援
も
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
支
援
活

動
が
盛
ん
な
と
こ
ろ
は
、
市
の
大
き
な

強
み
で
す
。
さ
ら
に
、
子
育
て
家
庭
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
本
年

４
月
か
ら
は
、「
入
院
」
に
加
え
、「
通

院
」に
掛
か
る
小
児
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
年
齢
も
中
学
３
年
生
ま
で
に
拡

大
す
る
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、
大
学

等
進
学
者
に
対
す
る
返
済
の
必
要
が
な

い
給
付
型
奨
学
金
制
度
や
、
民
間
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
に

対
し
て
中
学
校
入
学
時
や
中
学
校
卒
業

時
に
支
援
金
を
支
給
す
る
制
度
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
未
来
に

向
け
た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
へ

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
が
江
の
島
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
本
市
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
通
し
た「
市
民
参
加
型
」
の
大
会

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
が

大
会
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、
郷
土
へ
の

愛
着
と
誇
り
が
は
ぐ
く
ま
れ
、「
郷
土

愛
あ
ふ
れ
る
藤
沢
」の
実
現
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目

指
す
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
独
自
に「
地
域
の
縁
側
」
と
い
う

地
域
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場

所
を
市
内
35
カ
所
に
設
置
し
、
住
民
同

士
の
交
流
や
健
康
相
談
な
ど
、
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
人
口
構
造
の
変
化
も
見
据
え
て
、

人
と
ロ
ボ
ッ
ト
が
共
生
す
る
未
来
社
会

の
推
進
に
取
り
組
む「
藤
沢
市
ロ
ボ
ッ

ト
未
来
社
会
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

展
開
し
て
お
り
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

や
自
動
運
転
な
ど
、
最
先
端
技
術
の
実

証
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
湘
南
の
元
気
都
市
と
し
て

発
展
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
市
民
、
地

域
団
体
、
大
学
、
民
間
企
業
な
ど
、
多

様
な
主
体
と
の
マ
ル
チ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
り
、
人
と
人
と
の「
和
」

を
大
切
に
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が

い
の
あ
る
人
な
ど
、
誰
も
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

湘南の宝石（関東三大イルミネーション）

◆ 

面
積　
　

69
・
57
㎢

◆ 

人
口　
　

43
万
２
９
９
１
人

◆ 

世
帯
数　

19
万
７
３
５
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
郷
土
愛
あ
ふ
れ
る
藤
沢

〜
松
風
に
人
の
和
う
る
わ
し
湘
南
の
元
気
都
市
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
相
模
湾
に
面
し
、気
候
温
暖
、

風
光
明
媚
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
交
通
の

利
便
性
に
も
富
ん
だ
ま
ち

〔
特
産
品
〕
湘
南
し
ら
す
、
藤
稔
（
ブ
ド
ウ
）、

湘
南
野
菜
（
ト
マ
ト
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
）、

湘
南
ポ
ー
ク
、
パ
ン
ジ
ー
、
シ
ク
ラ
メ
ン

〔
観
光
〕
江
の
島
、
湘
南
海
岸
、
新
江
ノ
島

水
族
館
、
遊
行
寺
、
藤
澤
浮
世
絵
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
ふ
じ
さ
わ
産
業
フ
ェ
ス
タ
、

藤
沢
宿
・
遊
行
の
盆
、
ふ
じ
さ
わ
江
の
島
花

火
大
会
、湘
南
の
宝
石（
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
）

藤沢市長

鈴木恒夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

横浜市藤沢市



JANUARY 2019 市政 30

わが
を
語
る

市
「
じ
ま
ん
」が
た
く
さ
ん
あ
る
島

　

江
田
島
市
は
、
広
島
県
の
南
西
部
、

広
島
湾
に
浮
か
ぶ
島
の
小
さ
な
自
治
体

で
す
。

　

江
田
島
、
能
美
島
を
中
心
に
、
大
小

９
つ
の
島
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
面
積
は
約

１
０
０
㎢
、約
２
万
４
千

人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

気
候
は
、
温
暖
で
瀬

戸
内
の
島
ら
し
く
、
ア

ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
適
し

て
お
り
、カ
ヌ
ー
や
Ｓ
Ｕ

Ｐ
な
ど
の
海
遊
び
、ハ
イ

キ
ン
グ
な
ど
の
山
遊
び
、

海
岸
線
の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
な
ど
を
、
市
内
外
の

方
が
楽
し
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。

　

特
産
品
は
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量
を
誇
る
カ
キ

を
は
じ
め
と
し
た
海
産
物
、
暖
か
な
気

候
で
育
っ
た
か
ん
き
つ
や
花か

き卉
。
最
近

で
は
、
新
た
に
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
も
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
在
は
海
上
自
衛
隊
の
教

育
施
設
と
な
っ
て
い
る
、
旧
海
軍
兵
学

校（
海
上
自
衛
隊
第
1
術
科
学
校
・
幹

部
候
補
生
学
校
）。
１
８
８
８
年（
明
治

21
年
）に
東
京
か
ら
移
設
さ
れ
た
同
施

設
は
、
当
時
の
歴
史
的
建
造
物
を
現
在

も
活
用
し
て
い
ま
す
。
構
内
に
は
貴
重

な
資
料
が
多
数
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
を
無
料
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
訪
れ
た
方
は
、
き
っ
と
、
近
く

て
遠
い
時
代
の
残
り
香
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に
す
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
浜
辺
で
の
生
き
物

観
察
、
世
界
遺
産
・
厳
島
に
沈
む
夕
日
、

夜
の
星
空
と
波
の
音
。

　

自
慢
し
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ

る
、
私
の
大
好
き
な
島
で
す
。

最
大
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
の
多
く
の
自

治
体
と
同
様
に
、
本
市
も
深
刻
な
人
口

減
少
に
悩
ん
で
い
ま
す
。
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
年
）の
約
６
万
４
千
人
を
ピ
ー

ク
に
、
一
貫
し
て
人
口
は
減
り
続
け
、

近
年
は
年
間
約
５
０
０
人
の
減
少
傾
向
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
２
０
１
８
年

11
月
に
は
、
約
２
万
４
千
人
に
な
り
ま

し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
の
大
好
き
な
江
田
島
市
を

次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

何
と
か
す
べ
き
最
大
の
課
題
で
す
。

　

弱
み
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
や
は

り
、
仕
事
づ
く
り
と
若
年
層
の
確
保
。

平
地
部
が
少
な
く
、
鉄
道
や
高
速
道
路

な
ど
が
無
い
島
の
地
勢
に
お
い
て
、
工

場
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
で
活
路
を
見

い
だ
す
の
は
困
難
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
の
総
合
計
画
で
は
、

「
市
民
満
足
度
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
掲
げ
、
居
住
地
と
し
て
選
択
し
て
い

た
だ
け
る
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、「
未
来
を
切
り
開
く
ま
ち

づ
く
り
」
と
し
て
、
交
流
人
口
の
増
加

を
掲
げ
、
観
光
消
費
額
の
増
加
や
経
済

活
動
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
子
育
て
施
設
の
充
実
、
起

業
・
創
業
へ
の
支
援
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ

ス
の
誘
致
、
新
た
な
特
産
品
づ
く
り
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
な
ど

な
ど
。
一
つ
一
つ
の
取
り
組
み
を
、
着

実
に
積
み
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
縁
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

ま
ち
づ
く
り

　

人
の
人
生
に
お
い
て
、居
住
地
を
選
択

す
る
の
は
、と
て
も
大
き
な
決
断
で
す
。

　

わ
が
国
全
体
が
人
口
減
少
傾
向
に
転

じ
る
中
で
、
利
便
性
に
劣
る
地
域
で
社

会
増
な
ど
の
結
果
を
出
す
の
は
、
並
大

抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
と
自
然
に
抱
か
れ
た

豊
か
で
恵
み
多
き
島「
え
た
じ
ま
」

江え

た

じ

ま

田
島
市（
広
島
県
）�

 

江
田
島
市
長
　
明あ

き
お
か岳

周し
ゅ
う
さ
く作

2

明治期の残り香が漂う「旧海軍兵学校（海上自衛隊第1術科学校・幹部候補生学校）」
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も
ち
ろ
ん
、
そ
の
た
め
の
努
力
は
最

大
限
行
っ
て
い
き
ま
す
。
本
市
は
、
市

の
総
合
戦
略
で「
縁
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
し
て
掲
げ
、
市
内
に
住
ん
で
は
い
な

い
も
の
の
、
本
市
の
こ
と
が
好
き
な

人
、
気
に
な
る
人
、
応
援
す
る
人
な
ど

の「
関
係
人
口
」
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
体
験

型
修
学
旅
行
の
受
け
入
れ
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
主
に
都
市
圏
の
中
学
、

高
校
の
修
学
旅
行
生
が
、
市
内
の
一
般

家
庭
に
宿
泊
し
、
一
緒
に
料
理
を
し
た

り
、
島
の
体
験
を
し
た
り
交
流
を
深
め

る
と
い
う
事
業
で
す
。
お
か
げ
さ
ま

で
、
受
け
入
れ
規
模
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
、２
０
１
２
年
度
に
は
２
校
、１
７
５

名
で
あ
っ
た
も
の
が
、
２
０
１
７
年
度

に
は
32
校
、
４
１
１
８
名
の
方
に
お
越

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
き
っ
と
生
徒

は
、
ず
っ
と
本
市
の
こ
と
を
覚
え
て
い

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
受
け
入
れ
家

庭
と
の
間
で
、
手
紙
の
や
り
取
り
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
再
訪
な
ど
の
交
流
が

続
い
て
い
る
例
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
首
都
圏
近
郊
に
お
住
ま
い
の

方
を
対
象
と
し
た
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
組
織

を
立
ち
上
げ
、
毎
年
、
会
報
発
行
や
情

報
交
換
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
本

市
を
離
れ
て
長
い
方
も
、
皆
さ
ん
故
郷

の
こ
と
を
常
々
気
に
掛
け
て
く
だ
さ
っ

て
お
り
、
近
況
な
ど
を
ご
説
明
す
る

と
、
と
て
も
関
心
を
持
っ
て
聞
い
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
都
市
圏
の
個
人
や

企
業
を
対
象
と
し
た
受
け
入
れ
ツ
ア
ー

や
、
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
事
業

な
ど
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

参
加
し
た
方
が
、
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
り
、
市
内
の
サ
ー
ク
ル
に
加

入
し
た
り
と
い
っ
た
嬉
し
い
事
例
も
出

て
き
て
お
り
ま
す
。

　
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」で
は
、
本
市

は
、
家
屋
損
壊
や
断
水
、
道
路
崩
壊
な

ど
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た「
縁
」
あ
る
方
々

か
ら
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
心
温
ま
る

ご
支
援
や
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
約
２
万
４
千
人
の
江
田
島
市
民
に

は
、
た
く
さ
ん
の
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
が
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

施
策
の
効
果
と
し
て
は
と
て
も
表
現

し
に
く
い
も
の
に
な
り
ま
す
が
、
本
市

は
、
こ
う
し
た
人
と
人
と
の
心
の
交
流

を
大
切
に
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海遊びデビューに最適な、波が穏やかな本市の海

多くの交流を生み出す体験型修学旅
行の受け入れ

◆ 

面
積　
　

１
０
０
・
70
㎢

◆ 

人
口　
　

２
万
３
５
６
８
人

◆ 

世
帯
数　

１
万
２
５
７
３
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
協
働
と
交
流
で
創
り
だ
す

「
恵
み
多
き
島
」
え
た
じ
ま

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
旧
海
軍
兵
学
校
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
歴
史
、
そ
し
て
温
暖
で
穏
や
か
な

瀬
戸
内
の
自
然
と
恵
み
豊
か
な
島
し
ょ
部
の

ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
２
０
０
４
年
11
月
１
日
、

江
田
島
町
、
能
美
町
、
沖
美
町
、
大
柿
町
が

合
併
し
て
市
制
移
行

〔
特
産
品
〕
カ
キ
、ち
り
め
ん
・
い
り
こ
、き
ゅ

う
り
、
か
ん
き
つ
、
花
卉
、
オ
リ
ー
ブ

〔
観
光
〕
海
上
自
衛
隊
第
１
術
科
学
校
、
砲

台
山
、
陀だ

ぼ
う
ざ
ん

峯
山
、
真
道
山
森
林
公
園
・
キ
ャ

ン
プ
場
、
長
瀬
海
岸
、
シ
ー
サ
イ
ド
温
泉
の

う
み

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
江
田
島 SE

A
 TO

 SU
M

M
IT

、

江
田
島
湾
海
上
花
火
大
会
、
ヒ
ロ
シ
マ

M
IK

A
N

マ
ラ
ソ
ン
、
江
田
島
市
カ
キ
祭
り
、

江
田
島
市
か
き
カ
キ
マ
ラ
ソ
ン

江田島市長

明岳周作

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

広島市

江田島市


